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２月４日、日輪寺では「義士まつり」が
開催されました。この日、山鹿市と姉妹
都市の赤穂市から借り受けた衣装を身に
まとった大石内蔵助も登場し、まつりに
花を添えました。（８ページに関連記事）

■■ TTTTOOOOPPPPIIIICCCCSSSS ■■
後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料……22～～33PP
山山鹿鹿市市景景観観条条例例制制定定 ……44～～55PP
山山鹿鹿中中学学職職場場体体験験 ……66PP
ままちちのの話話題題 ……77～～99PP
案案内内板板 ……1166～～2211PP
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後期高齢者医療の保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収
（納付書または口座振替）により支払いいただいています。
平成21年度の保険料の支払い方法については、下記のとおりとなりますので

ご確認ください。

【昭和８年４月１日までに生まれた方の支払い方法】※障害認定の方を含む
平成20年度途中で支払い方法が変更になった方や、支払わなくてよくなった方は７・8・９月が
普通徴収となりますのでご注意ください。

平成20年度中の支払い方法

最初から特別徴収で支払をしている方
最初から普通徴収で支払をしている方
年度途中で特別徴収から普通徴収に変わった方
年度途中から支払わなくてよくなった方

普通徴収の月

普通徴収はありません　　　　
平成21年７月～翌年３月まで　

平成21年７・８・９月

特別徴収の開始月

平成21年４月から
特別徴収はありません

平成21年10月から

※所得や世帯状況の変更等があった場合はこの表と異なることがあります。

【昭和８年４月２日以降に生まれた方の支払い方法】※障害認定の方を除く
平成21年度途中から特別徴収(年金天引き)に変更となりますのでご注意ください。

誕生日

昭和８年４月２日～昭和８年10月１日 生まれ
昭和８年10月２日～昭和８年12月１日 生まれ
昭和８年12月２日～昭和９年２月１日 生まれ
昭和９年２月２日～昭和９年３月31日 生まれ

普通徴収の月

普通徴収はありません　　　　
普通徴収はありません
平成21年７月のみ　　　　　　
平成21年７・８・９月

特別徴収の開始月

平成21年４月から
平成21年６月から
平成21年８月から
平成21年10月から

※特別徴収から口座振替への支払方法変更の申し出を行っている
方は、平成21年７月から普通徴収（口座振替）となります。
※諸条件により年金天引きが出来ない場合もあります。

普通徴収特別徴収
口口口口座座座座振振振振替替替替 納納納納付付付付書書書書払払払払

年金から後期高齢保険料を差し引い
た残りが口座に入ります。

・先に保険料が差し引かれてから口
座に入金されるため、収め忘れが
ない
・天引きされるのは年金の入る月
（偶数月）
・申告の際、本人の保険料控除とし　
ては使えるが、本人以外は使えな
い

届出のあった口座から、納期限日
(月末)に保険料が引き落とされま
す。

・納期限日に口座に残高が少ない
と、引き落としができない
・引き落とされるのは４・５・６
月を除く毎月末(月末が土日祝
の場合は翌月平日の初日)
・本人以外でも保険料控除として
使える

納付書で、市役所窓口や金融機関
の窓口で直接お支払いをしていた
だきます。

・収め忘れる可能性がある
・まだ納期が来ていない分もまと
めて支払うことができる
・本人以外でも保険料控除として
使える

変変変変更更更更ででででききききまままますすすす 変変変変更更更更ででででききききまままますすすす

後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金から
差し引き）によりお支払いいただいている方は、
申し出により口座振替への支払方法の変更がで
きます。変更を希望される方は、市役所と金融
機関の双方に届出が必要となります。

※随時申出は可能ですが、届出を受け付けて処
理が完了するまでには２カ月以上かかりま
す。６月の特別徴収から中止したい場合は３
月末までに申し出てください。

※国保税についても特別徴収を口座振替に変更
することができます。

１月から、特別徴収を口座振替に
変更することができるようになりました。

納付書払から口座振替に変更を
希望される方は、金融機関への届
出が必要となります。

…国保年金課　1４３-１５２７
1４３-１５７６

問合せ
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4444月月月月かかかからららら届届届届出出出出制制制制度度度度をををを開開開開始始始始ししししまままますすすす。。。。

私たちが暮らす山鹿市は、豊かな自然と先人たちが積

み重ねてきた歴史が残る良好な景観に恵まれています。

そのため、優れた景観を維持し、私たちの子や孫に引き

継ぐとともに市民が誇れるまちとするためには、将来を

見据えた景観行政を推進する必要があります。

本市は、これまで自主条例を制定して地域の特色を生

かした景観形成に努めてきましたが、平成16年に景観

法が制定され、地方自治体がより積極的に景観行政を推

進できる仕組みが整いました。その趣旨に沿って景観に

関する取り組みを全市的に進め、潤いある豊かな生活環

境の創造と、活力ある地域社会の実現を目的に、このた

び山鹿市景観計画を策定し、山鹿市景観条例を制定しま

した。これから、景観条例に基づき山鹿市全域を対象に

景観まちづくりを進めていきます。

景観まちづくりを進めていくためには、市民のみなさん、

事業者そして市がそれぞれの立場で協力することが必要で

す。本市では景観まちづくりを進める一つの手段として、

届出制度による景観誘導を図っていきます。

そこで、届出制度の趣旨、概要についてこれから４回に

わけて掲載します。第１回目の今回は、大規模建築物等届

出地区の概要についてお知らせします。

山鹿市景観条例
を制定しました。

大規模建築物等届出地区の概要

目　的
大規模な建築物等や開発は周囲の景観に与える影響が大きく、山鹿市

の自然豊かな景観や落ち着いた雰囲気が失われてしまう恐れがあります。
また、数多くある眺望点からの景観の中でも際立った存在です。
そこで、届出制度を設け、市と協議を行うことにより、景観への好ま

しくない影響を未然に防ぐことを目的としています。
届出範囲
市全域
※大規模な建築物等は現在も市全域で景観誘導を図っていますが、対象
範囲によって届出先が異なるなど手続きが分かりにくくなっていました。
届出対象行為
下記のような行為を行う場合は、届出が必要になります。

種　類

柵、塀など
擁壁
その他
建築物等から独立　
建築物等に付随

規　模
高さが13ｍ超または延べ面積1,000g超
高さが２ｍ超かつ長さが30ｍ超
高さが５ｍ超かつ長さが10ｍ超
高さが13ｍ超またはその用途に供する土地の面積が3,000g超
高さが13ｍ超または一面の表示面積15g超
軒から５ｍ超または一面の表示面積15g超
面積が3,000g超または
高さが５ｍ超かつ長さが10ｍ超の法面を生じるもの

建築物

工作物

広告物　

土　地

行　為

新築（設）、増築、改築、
移転、外観を変更すること
となる修繕、模様替または
色彩の変更、撤去

設置、外観の変更

開発行為、土地の開墾、
土石の採取、鉱物の掘採等

※主な変更点 届出先が下記のように変更になります。

届出対象範囲
都市計画区域内

都市計画区域外の市全域
（熊本県景観条例より）

届出先
山鹿市

熊本県

届出対象範囲

山鹿市全域

届出先

山鹿市

現　在（３月31日まで） ４月１日より

よよよよくくくくああああるるるる質質質質問問問問
ＱＱＱＱ１１１１．．．．既既既既存存存存のののの建建建建築築築築物物物物もももも届届届届出出出出がががが必必必必要要要要でででですすすすかかかか？？？？
既存の建築物などは届出の必要はありません。４月以降に行う行為

が届出対象行為に該当する場合について届出が必要となります。
ＱＱＱＱ２２２２．．．．罰罰罰罰則則則則ははははあああありりりりまままますすすすかかかか？？？？
罰則はありません。しかし、基準を満たしていない場合は、勧告書

や変更命令書により基準に合うようにお願いすることになります。そ
れでも守られない場合については、再度届出者の意思確認、山鹿市景
観審議会の意見聴取後、ホームページ等で公表を行うことがあります。

次次次次回回回回のののの予予予予定定定定
これから３回に分けて残りの地区について紹介
していきます。
第２回（４月号） 特定施設届出地区の概要
第３回（５月号） 景観形成誘導地区の概要
第４回（６月号） 景観形成重点地区の概要

…都市計画課　1４３-１５９１
6４４-３２００

問合せ
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

認知症サポーター2,500人達成しました！
…「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり」

フォーラムinやまが　１月17日　八千代座　

「認知症になっても安心して自分らしく暮らせるまちづく
り」を目指したフォーラムが八千代座で開催され、約500人の
参加がありました。
昨年末には、サポーター養成講座の参加者が2,500人を超え、
市民の方々の関心の高さがうかがえます。
今回のフォーラムでは、サポーターの方々が認知症の老人

やその家族のそれぞれの思いを「肥後にわか」で分かりやすく、
笑いを交えながら表現しました。また、こども認知症サポー
ターの岩野小と来民小の６年生が、自分たちはどのように認
知症の人に接したらいいか、福祉の観点からバリアフリーや
手話・点字の大切さを発表しました。
パネルディスカッションでは、「個人として尊重すること」

「生活（日常）を変えないようにする」ことなど、地域全体で取
り組み支えていくことが重要であるとの意見がありました。

恵方巻きで福を呼びこもう！！
…アイデア恵方巻き試食会　

１月22日　水辺プラザ「きなっせ」

▲「肥後にわか」を演じる来民小学校６年生

阿蘇品
あ そ し な

晃平
こうへい

くん
市役所での職場体験で広報「や

まが」の１ページを職場の皆さん
の力を借りながら作ってみて、広
報の１ページを作り上げるだけで、
いかに大変かがよく分かりました。
これからは、新聞や広報をもっ

と読んでいきたいです。

中山
なかやま

創太
そ う た

くん
今回の職場体験で広報の作り方

を学び、実際に自分たちで作って
取材の大変さや、記事の編集の大
変さを実感しました。さらに、地
域の人との交流もあり、とても勉
強になりました。

峯
みね

悠
ちかし

くん
今回の職場体験で、すばらしい経験をす

ることができました。その中で思ったこと
は、広報紙を作ることは、一人の力ではで
きないし、仲間との協力があって完成させ
ることができるんだなと思いました。
今回の経験を将来の自分の仕事に役

立てたらなと思います。

自ら仕事を体験し、大人の働く姿に触れ、会話す
ることで、これからの社会を支えていく子どもたち
にしっかりとした職業観・勤労観を育てようと、２
月３日・４日の２日間山鹿中学校の２年生が市内の
さまざまな企業・事業所で職場体験をしました。
市の広報紙づくりを希望した、阿蘇品晃平くん、

中山創太くん、峯悠くんの３人に、このページの作
成にチャレンジしてもらいました。

水辺プラザで恵方巻の試食会があり、市内の飲食業者17
組の参加がありました。
これは、節分の日に恵方（今年は東北東）を向いて巻き

ずしを食べると福が来る・・・という風習に先がけ行われ
たもので、35種ものアイデア恵方巻きが、ずらりと並べら
れました。地元の野菜や果物、黒米などを使ったり、米粉
パン生地で十穀米の巻きずしをくるんで焼き上げた「米パ
ンの恵方巻き」や魚屋ならではの「海鮮太巻き」、ロール
ケーキを巻きずしに見たてたりと、それぞれに工夫を凝ら
した恵方巻きができあがっていました。
出品者たちは、素材や味付けなどについて、熱のこもっ

た討論を交わしていました。
▲恵方に向かって１本丸かじりします

山
中
生
14
歳
の
初
仕
事
Z

▲園児の世話をする稲津志穂さん

▲安全安心な合鴨米をみなさんで食べてください！

合鴨米を食べて　元気に過ごしてください
…合鴨米を老人ホームへ贈呈　

１月７日　清楽園（菊鹿町池永）

菊鹿合鴨米研究会（坂本幸助会長　会員15人）が、20年
産の合鴨米20キロを、老人ホーム「清楽園」に贈りました。
この日老人ホームを訪れた会員の有働隆二さん、平田忠

夫さんが「合鴨米は完全無農薬で栽培しています。おいし
く安全で自然にやさしいお米です。皆さんで食べてくださ
い」と代表者に手渡しました。
入所者の村上信明さんは「ありがとうございます。いつ

も散歩の時、合鴨米の田を見ていました。食べるのは初め
てですが、無農薬ということなので、おいしかでしょうね」
と笑顔で話していました。

s
本
の
貸
し
出
し
を
す
る

本
田
航
洋
く
ん

▲
本
の
整
理
を
し
て
い
る

黒
田
健
斗
く
ん

山鹿幼稚園で職場体験をした稲津志穂さんにインタビューしました。

Q    幼稚園の仕事で大変なことは何ですか？
A    けんかを注意してあげる事です。
Q    幼稚園の子どもたちと接していく中で大切だと思うことは何ですか？
A    子どもと仲良くしていく事だと思います。
Q   今回の職場体験活動でどのような仕事をしましたか？
A    本の読み聞かせです。
Q   なぜ、幼稚園で職場体験をしようと思ったのですか？
A    小さい子どもが好きだからです。
Q   今回の職場体験活動の感想は？
A   子どもを世話するだけでなく、いろいろと教えてあげるのに苦労しました。

鹿本図書館で職場体験をした黒田健斗くん
にインタビューしました。

Q 鹿本図書館での仕事で大変な事は何ですか？
A 本の貸し出し整理です。
Q 鹿本図書館に来るお客様に対しての接し方について
気を使う事はどのような事ですか？

A 貸出の時に遅くならないようにする事と本を読んで
いる人の妨げにならないようにすることです。

Q 今回の職場体験活動でどのような仕事をしましたか？
A 本の貸し出しと返却、本の整理です。
Q 今回の職場体験活動の感想は？
A 楽しかったけど、ずっと立っていなければいけない
のできつかったです。

～職場体験を終えて～
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲沿道の声援を受け女子区間にタスキが渡ります

鹿北地区では毎年恒例の地区対抗駅伝大会が開催され、９
区間18.1キロで健脚を競いました。
今年は、参加した20チームにより熱戦が繰り広げられました。
白熱したトップ争いは、５区で首位に立った幸ケ丘Ａが、下
中Ｉの激しい追い上げをかわし、わずか2秒差を逃げ切り見
事３連覇を飾りました。
また、会場では生活研究グループ会員によるぜんざいが振

る舞われ、選手たちはおいしそうに食べていました。
【上位入賞チーム】
優勝…幸ケ丘Ａ　２位…下中Ｉ　３位…荒平Ａ
また、それぞれの区間で区間賞が表彰され、３区で東尚樹

さん(三楠)が２年連続の大会新記録で区間賞を手にしました。

一本のタスキにチームの思いを込めて
…第２４回鹿北町駅伝大会　２月８日
鹿北体育センター～田中折り返し

コンクール会長賞おめでとうございます
…明るい選挙啓発作品コンクール

標語部門・４コマ漫画部門　２月５日　県庁

おめでとうございます！おめでとうございます！
叙勲・褒章紹介叙勲・褒章紹介

多年にわたり、旧菊鹿
町議会議員として在籍
し、議長、厚生常任委員
会委員長などを歴任し、
強い政治信念を持ってま
ちの発展に多大な貢献を
した功績が認められ受章
されました。

旧鹿北町時代、３期に
わたり議員として在籍
し、温厚誠実にして、ま
ちの産業振興、教育、文
化、福祉向上のため多大
な貢献をした功績が認め
られ受章されました。

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

野小生　募 さん
長（菊鹿）

野中　徹 さん
中津川（鹿北）

熊本県弓道連盟副会長と理事長を兼ねる信國幸人さん
（鹿北町弁天）が、県内では21年ぶりとなる弓道の８段（教
士）を取得しました。
信國さんが弓道を始めたのは30歳のころで、初めて出場

した西日本大会で、ある一人の選手との出会いが、弓道に
のめり込むきっかけになったそうです。それから、持ち前
の負けん気で毎日７時間の猛練習をこなし、わずが４年で５
段を取得し、平成７年には教士７段を取得しました。
８段の昇段審査は、昨年10月31日東京で行われ、137人の

うち合格者はわずか２人だけの難関を突破しました。８段
は県内に４人しかおらず、信國さんは九州最年少での快挙
を果たしました。

弓道８段誕生　21年ぶりの快挙

▲21年ぶりに弓道８段を取得した信國幸人さん

▲協議会会長賞を受賞した川北優美さん(左)と南さくらさん

平成20年度明るい選挙啓発作品コンクールにおいて、
●標語部門…山鹿小学校４年　南さくらさん　
●４コマ漫画部門…米野岳中学校１年　川北優美さん
がそれぞれ「明るい選挙推進協議会会長賞」に選ばれ、
県庁で行われた推進県民大会で表彰を受けました。
この２人の入賞作品は、今後の選挙啓発のいろいろ

な場面で活用されます。

寒い夜も温かく包みこんでくれます
…山鹿灯籠浪漫・百華百彩

２月６日～28日　八千代座・豊前街道一帯　

冬の豊前街道を幻想的な灯りで彩る「山鹿灯籠浪漫・百華
百彩」が始まり、県内外から多くの観光客で賑わいました。
オープニングセレモニーでは、
八千代座前のエントランスに飾ら
れた竹と和傘で作ったオブジェの
前で、山鹿灯籠踊り保存会による
灯籠踊りが披露されました。
約4,500個の竹灯りは、湯の街を
温かく包みこみ、見る人を幻想的
な世界に引きこみました。

今年は27チームが参加して菊鹿地区を一周する恒例の駅伝大
会が開催され、７区チームが三連覇を達成しました。
絶好の天候に恵まれ、沿道には子どもからお年寄りまで多く
の方が集まり、通過する選手に大きな声援を送っていました。
表彰式では上位入賞チームや区間賞などの表彰後、第一回大
会から35年連続出場している、８区チームの栗原聖一さんに表
彰状と記念品が贈られました。栗原さんは「うれしいです。35
年間大きな病気もけがもなく毎年こうして出場できたのも、家
族や地域の皆さんのおかげです。走れるうちは毎年出場したい
ですね」と笑顔で話していました。
【上位入賞チーム】
優勝…７区　２位…島田　３位…下永野　４位…日渡　
５位…池田　６位…下組　７位…米原　８位…上組

▲最後の坂を上り終えラストスパート　応援にも力が入ります

27チームが熱戦　７区チーム３連覇
…第35回菊鹿一周駅伝大会　２月１日　菊鹿地区一円

赤穂義士47士のうち大石内蔵助良雄ら17義士の遺髪が眠
る日輪寺では、「義士まつり」があり市民や県外の忠臣蔵
ファンら約200人が遺髪塔の前で手を合わせました。
元禄十六年（1703）、江戸の細川藩邸に預けられた赤穂

義士の接待役を務めた堀内伝右衛門が、遺髪をもらい受け、
自分の菩提

ぼ だ い

寺である日輪寺に遺髪塔を建立し、手厚く供養
しました。以来、義士の命日にあたる２月４日にあわせて
まつりを催し、供養が続けられています。
慰霊祭後、本堂では若林鶴雲さんらによる「刃傷

にんじょう

松の廊
下」や「大石の東下

あずまくだ

り」などの歴史講談も上演され、参列
者は講談師の流ちょうな話に聞き入っていました。
その後、討ち入りそばや郷土料理の振る舞いもありまし

た。▲遺髪塔に手を合わせる参列者

赤穂義士の命日に恒例の慰霊祭
…義士まつり　２月４日　日輪寺（杉）

▲梅の花の香りがより一層雰囲気を引き立てました(金剛乗寺境内)

t金灯籠の灯りと竹灯りのコントラストにうっとりします
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販
売
目
的
隠
し
た
エ
ス
テ
契
約

〜
中
途
解
約
や
取
り
消
し
は
可
能
で
す
〜

【
相
談
内
容
】

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
に
通
っ
て
い
る
友
人
か
ら

勧
め
ら
れ
、
エ
ス
テ
の
無
料
体
験
に
行
き
ま
し
た
。
店

で
肌
の
状
態
を
機
械
で
診
断
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
将
来
肌
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
不
安
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
勧
誘
を
受
け
、
断
り
切
れ
ず
に

美
顔
エ
ス
テ
や
化
粧
品
な
ど
30
万
円
近
く
の
契
約
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
解
約
し
た
い
の
で
す
が
…
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

今
回
の
事
例
は
、
エ
ス
テ
店
の
顧
客
で
あ
る
友
人
が

「
エ
ス
テ
の
無
料
体
験
が
で
き
る
」
と
販
売
目
的
を
隠
し

て
誘
い
、
そ
の
つ
も
り
で
エ
ス
テ
店
に
行
っ
た
相
談
者

に
契
約
を
勧
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
販
売
目
的
を
隠
し
て
消
費
者
を
呼
び
出

し
、
契
約
さ
せ
る
方
法
を
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル

ス
と
い
い
、
悪
質
商
法
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
契
約
時

に
肌
の
診
断
が
で
き
る
と
い
う
機
械
を
用
い
て
「
将
来

肌
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
」
な
ど
と
根
拠
の
な
い
こ
と
を

言
っ
て
消
費
者
を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
点
に
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。

エ
ス
テ
の
場
合
、
契
約
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
こ
と
に
よ
り
無
条
件
に
契
約
解

除
で
き
ま
す
。
ま
た
８
日
を
過
ぎ
て
も
中
途
解
約
が
で

き
ま
す
し
、
勧
誘
時
に
ウ
ソ
の
説
明
が
あ
っ
た
と
き
は
、

取
り
消
し
の
主
張
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
エ
ス
テ
店
に
頼
ま
れ
て
相
談
者
を
誘
っ
た
友

人
は
、
加
害
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
悪
質
商
法
に
加
担

す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
商
工
課
　
　
　
　
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

連載第41回

県
指
定
史
跡
　
馬う

ま

塚つ
か

古こ

墳ふ
ん(

山
鹿
市
城)

馬
塚
古
墳
は
、
山
鹿
地
域
で
最
初
に
正
式

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
記
念
す
べ
き
古
墳
で

す
。
山
鹿
市
大
字
城
字
鬼
天
神
、
平
小
城
台

地
の
東
南
（
標
高
四
十
メ
ー
ト
ル
）
岩
野
川

右
岸
の
崖
上
に
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
十
一

月
に
原
口
長
之
先
生
と
山
鹿
高
校
考
古
学
部

員
（
筆
者
も
高
一
で
参
加
）
が
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
当
時
、
墳
丘
に
は
ク
ス
や
他
の
草

木
が
生
い
茂
り
、
周
辺
か
ら
削
り
取
ら
れ
て

西
半
分
は
失
わ
れ
、
石
室
の
西
側
で
は
壁
石

が
露
出
し
て
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
天

井
石
は
崩
落
し
、
既
に
盗
掘
を
受
け
て
い
ま

し
た
の
で
出
土
遺
物
は
少
な
く
、
土
器
（
須す

恵え

器き

）
と
鉄
器
類
（
鏃

や
じ
り

・
鉾ほ

こ

・
刀
・
刀
子

と
う
す

等
）

が
出
土
し
、
他
の
副
葬
品
は
不
明
で
し
た
。

石
室
の
石
材
は
近
く
で
得
ら
れ
る
凝
灰
岩

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

を

使
用
し
、
南
西
に
開
口
し
、
羨
道

せ
ん
ど
う

・
前
室
・

後
室
を
有
す
る
横
穴
式
石
室
で
、
奥
壁
か
ら

羨
道
前
端
ま
で
の
全
長
七
・
一
一
メ
ー
ト

ル
、
奥
室
の
幅
が
約
三
・
二
メ
ー
ト
ル
、
周

溝
や
墳
丘
の
大
き
さ
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
直
径
二
十
五
〜
三
十
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
四
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
時
に
装
飾
文
様
が
有
る
こ
と
が
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
昭
和
三
十
年
六
月

出
版
の
「
馬
塚
古
墳
調
査
報
告
書
」
に
は
、

装
飾
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
調
査
の
翌
年
夏
に
、
筆
者
が
「
装

飾
文
様
」
赤
・
白
・
灰
色
で
連
続
三
角
文
等

が
描
か
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
原
口
先
生

に
報
告
、
そ
の
後
に
熊
本
県
指
定
史
跡
と
な

り
、
装
飾
文
様
を
保
護
す
る
た
め
に
石
室
と

墳
丘
が
復
元
さ
れ
、
保
護
施
設
が
設
け
ら
れ

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
、
六
世
紀
中
頃
の
古
墳
で

す
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

前
田
　
軍
治
さ
ん

（
山
鹿
市
山
鹿
）

▲馬塚古墳の現況

▲調査終了時【同年11月7日撮影】

▲発掘前【昭和29年８月撮影】

▲調査中【同年11月３日撮影】
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広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

時は江戸末期！西郷暗殺の風聞に怒り、決起する私
学徒。その東上隆軍に身を投じた二人の旧庄内藩の少
年を中心に、明治維新の豪傑・西郷隆盛の史実に基づ
いた歴史フィクション。

凍河 五木　寛之／著　平凡社

精神を病んだ娘と医師の恋愛。「朝日新聞」連載中
に絶大な共感を集めた名作。

マスコミは報じない犯人の心理に至るまで、ミステ
リーの名手がこの上なくリアルに描く12の短編小説。
じっくり読んで事件を追体験した後は、裁判のポイ

ントを解説。

犯意　その罪の読みとり方
乃南　アサ・園田　寿／著　新潮社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
日時u３月25日D 午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
日時u３月７日G・14日G・21日G

28日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u３月３日C・10日C・17日C

24日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u３月３日C・17日C

午前10時30分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
u３月20日-・30日B
山鹿市鹿本図書館
u３月２日B・９日B・16日B

20日-・23日B・30日B
31日C

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

尋問の筋これあり候
徳永　健生／著　リブリオ出版

《今月は鹿央公民館図書室から》

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

を
実
施

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
気
象
状
況
が
続
き
ま

す
。
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
火
災
予

防
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
予
防
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

q
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

w
火
を
付
け
た
ま
ま
コ
ン
ロ
か

ら
離
れ
な
い

e
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

r
た
こ
足
配
線
は
し
な
い

t
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

y
た
き
火
を
し
な
い

u
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い

（
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物

を
絶
対
に
干
さ
な
い
）

火
災
対
策
　
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

q
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

w
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

e
地
域
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

r
カ
ー
テ
ン
、
衣
類
、
寝
具
な

ど
は
防
炎
品
に
す
る
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！
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働
く
マ
マ
の
健
康
子
育
て
！

三
玉
保
育
園
　
1
43
‐
６
３
３
０

私
は
、
保
育
園
看
護
師
と
し
て
働
く
、
８
歳
と
３
歳

の
二
人
の
子
ど
も
の
母
親
で
す
。
母
親
と
し
て
、
子
ど

も
が
病
気
に
な
っ
た
時
が
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
に
一

番
困
難
を
感
じ
る
時
で
す
。
そ
こ
で
わ
が
家
で
は
、
健

康
を
考
え
二
人
の
子
ど
も
た
ち
と
次
の
約
束
を
し
ま
し

た
。今

で
は
こ
れ
が
習
慣
と
な
っ
た
わ
が
家
で
は
、
兄
妹

で
寝
る
準
備
を
し
た
り
、「
手
洗
い
う
が
い
し
た
？
」

と
声
を
掛
け
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
親

も
楽
な
も
の
で
す(

笑)

。

お
か
げ
で
、
仕
事
に
関
す
る
勉
強
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
の
た
め
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
働
く
マ
マ
へ
》

一
緒
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
す
て

き
な
マ
マ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

〈
齋
藤
美
保
〉

思
い
出
と
一
緒
に
咲
か
せ
よ
う

霊
泉
幼
稚
園
　
1
44
‐
３
１
２
０

３
月
、
卒
園
の
時
期
で
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の

園
で
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
、
大
切
に
過
ご
す
と
き
と

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
卒
園
式
に
う
れ
し
い
気
持
ち
で
、

希
望
を
持
っ
て
巣
立
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、

花
を
た
く
さ
ん
飾
り
、
式
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
そ
の
中
で
、
卒
園
製
作
と
し
て
一
人
ず
つ

素
焼
き
の
鉢
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
花
を
植
え
、
一

人
ひ
と
り
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
鉢
植
え
が
で
き
、
そ

れ
を
飾
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
植
木
鉢
は
、
こ

こ
数
年
園
の
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
に
も
卒

園
児
で
も
う
す
ぐ
５
年
生
に
な
る
娘
が
い
る
の
で
す

が
、
幼
稚
園
の
思
い
出
と
と
も
に
、
大
き
な
存
在
感
で

今
も
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

季
節
は
春
！
芽

吹
き
の
春
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
手
作
り
の
植

木
鉢
で
花
を
咲
か

せ
、
喜
び
を
持
っ

て
育
て
て
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
す

か
。

《児童館の登録について》
児童館は、地域の中にある安心安全な子どもの遊び

場です。
平成21年度より、不測の事態を想定し児童館を利用

している方々に、より安心し
て利用していただくために、
登録制になりました。
申込書は、各児童館に準備

しています。利用される方は、
各児童館にお尋ねください。

《地域組織活動をしてみませんか？》
児童館を拠点として活動するボランティア団体です。

子どもたちの交流活動や児童の育成に関する研修会な
どを行っています。興味のある方は、年齢や性別を問
わず誰もが入会できます。詳しくはお尋ねください。

第一児童館　（石） 1４３‐１１２８
中央児童館　（山鹿） 1４４‐００５７
児童センター（藤井） 1４６‐４４４１
鹿本児童館　（来民） 1４６‐４４５５

支援センター・つどいの広場では、子と子・親と
子・親と親・家庭と地域など、人と人とが顔の見える
関係の中からつながりあえるきっかけづくりを心がけ
て活動しています。

今年度のいろいろな活動の中から、今回は、親子触
れ合い遊びの「ベビー＆マミービクス」や「パパビク
ス」、家族で参加できる自然体験「お父さんあそBOY」
に参加された皆さん方からの声をご紹介します。

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

申込・問合せ

▲思い出の鉢

日
々
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
会
話
が
聞

こ
え
て
き
ま
す

大
道
保
育
園
　
1
46
‐
２
３
２
８

《
祖
父
母
が
ウ
リ
の
出
荷
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

毎
日
見
て
い
て
》

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
ゆ
っ
く
り
寝
と
ん
な
っ

た
。
だ
っ
て
、
ま
だ
『
ウ

リ
』
せ
ん
で
い
い
も
ん
。

ウ
リ
ば
せ
な
ん
と
き
は
、

夜
起
き
な
は
る
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
。
ウ
リ
ば
３
つ

袋
に
入
れ
よ
ん
な
は
る
と

こ
ろ
。（
下
記
の
絵
）
市
場

に
出
し
な
は
る
も
ん
。」

《
お
母
さ
ん
の
お
仕
事
の

話
を
し
て
い
て
》

「
お
母
さ
ん
、
パ
ン
屋
さ
ん
と
ば
い
。
だ
け
ん
、
お

仕
事
大
変
だ
も
ん
。
パ
ン
屋
さ
ん
だ
け
ん
、
パ
ン
の
に

お
い
が
す
る
」

（
３
歳
児
）

《
10
月
に
弟
が
生
ま
れ
て
》

「
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

お
母
さ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

（
３
歳
児
）

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
や
地
域
で
見
た
り
聞
い
た
り
、

感
じ
た
こ
と
を
、
絵
や
つ
ぶ
や
き
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

生
活
や
労
働
を
し

っ
か
り
と
見
つ
め
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の

心
情
に
触
れ
る
と
き

親
や
自
分
の
生
ま
れ

た
地
域
を
誇
れ
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
豊
か
な
感
性
が

育
っ
て
い
く
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

ホームページに
も載ってるよ！

!!児童館からのお知らせ!!

申込・問合せ

《ベビー＆マミービクス・パパビクスより》

いろいろな情報はどこで分かるの？
各子育て支援センターやつどいの広場のほかに、健康福祉センター、
山鹿市役所、各総合支所、図書館などに“支援センター通信”を置い
ていますのでご覧ください。（毎月発行しています）

《お父さんあそBOYより》

☆
健
康
子
育
て
ポ
イ
ン
ト
！

・
夜
は
９
時
ま
で
に
寝
る

・
朝
は
７
時
ま
で
に
起
き
る

・
夜
８
時
以
降
は
何
も
食
べ
な
い

・
朝
食
後
、
排
便
を
す
る

・
う
が
い
手
洗
い
を
す
る

▲ウリの袋づめのようす(４歳児)

▲おそうじ楽しかった！

《
作
り
方
》

q
素
焼
き
の
鉢
を
用
意
し
ま
す
。

w
ペ
ン
や
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
描
い
た
り
、
色
つ

け
を
し
ま
す
。

e
い
ろ
い
ろ
な
形
の
ミ
ニ
タ
イ
ル
な
ど
を
ボ
ン
ド

で
貼
っ
て
で
き
あ
が
り
。

※
材
料
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
百
円
均
一
の
お

店
な
ど
で
売
っ
て
い
ま
す
。

ベビーマッサージ
が、こんなに気持ち
を安定させるものか
と感激しました。

父親が楽しめ、
ストレス解消に
なりました。

スキンシップの
大切さ、母親が笑顔
でいることの大切さ
を知りました。

ツリーハウスの完成
にやればできると実感。
早速木材を購入し、わが
家にもウッドデッキを
作りました。

家でも、楽しく
ビクスをやって
います！

家族で参加したの
で、帰ってからも話題
が尽きなかった。子ど
もにずっと覚えていて
ほしいな！！
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校読書って楽しい！

三岳小学校

平成21年度５月スタート。
裁裁裁裁判判判判員員員員制制制制度度度度Q＆A -  i -

Q16 見聞きした事実について、話してもよ
いのですか？　

Ａ16 法廷で見聞きしたことは、話してもか
まいません。

Q15 議論を尽くしても、全員の意見が一致
しなかったらどうなるのですか？

A15 多数決で結論を出します。

熊本市京町１丁目13番11号
熊本地方裁判所刑事部　1０９６‐３２５‐２１２１
山鹿市選挙管理委員会 1４３‐１５９４

三岳小学校は、彦岳のふもとにあり東には西岳がそびえ、
日の出が遅く日の入りが早く、冬の間は大変寒い朝を迎えて
います。しかし、127人の子どもたちは氷点下４度の寒い中で
も、朝のランニングで元気にのびのびとスタートしています。
２月からは、朝のジャンプで１年から６年の縦割り班で８の
字跳びをしています。縄跳び大会に向けそれぞれの班で６年
生が良きリーダーとなって頑張っています。
朝、走ったり、縄跳びしたりすることで元気になり、読書

もたくさんするようになりました。

本とあそぼう全国訪問お話隊

絵本を500冊載せたキャラバンカーが三岳小にやってき
ました。このキャラバンカーは、本好きの子どもを育て
ようと全国を回っています。本校の子どもたちも、さら
に本を好きになってもらおうと応募したところ、本校に
キャラバンカーがやってきました。紙芝居や絵本の読み
聞かせの「おはなし会」で子どもたちは目を輝かせてい
ました。その後、車の横のドアが開くと階段が降りてき
ました。子どもたちは、跳びはねるように自由に絵本を
選んでたくさん読みました。山鹿市読書オリンピックで
は、金メダル、銅メダルをいただき、さらに本好きにな
っています。

▲熱戦が繰り広げられました

▲子どもたちも着物を着ておもてなし

▲キャラバンカーで本を選ぶ子どもたち

▲全国訪問おはなし隊の紙芝居
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投
稿

投
稿

高
校
生
の
新
春
か
る
た
大
会
応
援

山
鹿
文
化
協
会
会
長
　
服
部
秋
彦
さ
ん

山
鹿
市
文
化
協
会
の
恒
例
行
事
で
あ

る
新
春
か
る
た
大
会
を
、
今
年
は
１
月

18
日
に
、
鹿
本
高
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
開
催
し
、
小
学
生
31
チ
ー
ム
、
中
学
生

５
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
和
や
か
な
中
に
も
か
た
ず

を
の
む
緊
張
感
が
み
な
ぎ
り
、
畳
の
上

に
正
座
を
し
て
、
札
を
一
瞬
に
し
て
取

り
合
う
様
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。

鹿
本
高
校
百
一
首
競
技
か
る
た
部
員

の
歌
を
詠
む
若
々
し
い
声
に
魅
せ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
小
・
中
学
生
に
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
審
判
と
マ
ナ
ー
の
指
導
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

勝
ち
を
取
り
込
ん
だ
小
学
生
チ
ー
ム
は

喜
色
満
面
の
笑
み
を
、
逃
が
し
た
チ
ー
ム

は
う
な
だ
れ
て
涙
を
流
す
の
で
し
た
。
そ

れ
は
中
学
生
も
同
じ
こ
と
で
し
た
。

私
は
、「
今
日
の
う
れ
し
さ
や
く
ち
お

し
い
思
い
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
こ
こ

か
ら
ま
た
上
に
向
か
っ
て
頑
張
り
な
さ

い
。
皆
さ
ん
に
は
そ
の
力
が
あ
り
ま
す
」

と
励
ま
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
勝
っ
て

も
敗
れ
て
も
相
手
に
礼
を
す
る
意
味
を

講
評
の
中
で
話
し
ま
し
た
。

会
場
設
営
、
会
の
進
行
、
詠
み
、
審

判
、
記
録
等
、
か
す
か
に
入
り
細
に
わ

た
っ
て
鹿
本
高
校
か
る
た
部
員
総
勢
30

人
の
皆
さ
ん
が
引
き
受
け
て
や
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
私
は
こ
の
奉
仕
の
精
神

に
も
感
動
し
ま
し
た
。

高
校
の
施
設
を
お
貸
し
く
だ
さ
っ

た
上
に
、
名
だ
た
る
鹿
本
高
校
百
人

一
首
競
技
か
る
た
部
の
皆
さ
ん
の
熱

い
応
援
は
参
加
し
た
児
童
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、
関
係
学
校
、
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
も
伝
わ
る
も
の
で
し
た
。

竹
原
校
長
先
生
、
か
る
た
部
を
指
導

さ
れ
る
顧
問
の
坂
口
先
生
に
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

広
く
山
鹿
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、

こ
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

初
釜
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
矢
筈
荘

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
矢
筈
荘
で

は
音
楽
療
法
士
の
服
部
香
代
先
生
の

ご
協
力
の
も
と
、
初
釜
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、
去
る

１
月
10
日
に
行
い
ま
し
た
。
４
年
前
に

茶
道
を
さ
れ
て
い
る
娘
の
薫
さ
ん
が

「
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
な
ら

初
釜
を
し
た
い
ん
だ
け
ど
」
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
道
具
か
ら
準
備
さ
れ
、
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
所
者
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

の
皆
さ
ま
も
大
変
楽
し
み
に
し
、
着
物

姿
の
薫
さ
ん
の
お
点
前
を
し
っ
か
り
と

拝
見
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
鹿
本

高
校
茶
道
部
の
生
徒
や
学
童
保
育
（
あ

し
た
ば
ク
ラ
ブ
）
の
子
ど
も
た
ち
が
手

渡
す
干
菓
子
や
抹
茶
を
、
目
を
細
め
て

お
い
し
そ
う
に
頂
い
て
い
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
お
正
月
の

心
和
む
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
服
部
先
生
、
薫

さ
ん
、
鹿
本
高
校
の
茶
道
部
の
皆
さ
ん
、

学
童
保
育
の
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

念
願
の
道
場
が
で
き
ま
し
た
！

田
添
　
洋
さ
ん

極
真
カ
ラ
テ
山
鹿
道
場
が
１
月
６

日
、
Ｊ
A
か
も
と
千
田
支
所
跡
の
新
常

設
道
場
で
道
場
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

念
願
の
専
用
道
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
５

月
の
全
国
大
会
へ
向
け
て
稽
古
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

新
人
募
集
中
で
す
!!

昨
年
10
月
第
５
回
山
鹿
大
会
の
入
賞
者

【
優
勝
】
内
藤
大
暉
（
中
１
）
島
田
恵

豊
（
小
６
）
守
屋
数
人
（
小
３
）【
２

位
】
堀
川
智
弘
（
壮
年
）
吉
田
光
輝

（
中
１
）
白
井
遼
太
郎
（
小
６
）
堀
川

千
太
（
小
３
）
井
本
裕
介
（
小
１
）

【
３
位
】
中
原
大
熙
（
小
２
）
中
山
大

祐
（
小
６
）

…
田
添

1
０
９
０
‐
２
０
８
３
‐
６
７
２
１

投
稿

問合せ

公開の法廷で見聞きしたことであれば基本的
に話しても大丈夫です。
漏らしてはいけない秘密には、評議の秘密と、

評議以外の裁判員としての職務を行う際に知っ
た秘密があります。裁判員には、裁判の公正と
信頼を確保するため守秘義務が課せられていま
す。裁判員の守秘義務は、裁判員として裁判に
参加している間だけでなく、裁判員としての役
目が終わった後も守らなくてはなりません。違
反した場合、刑罰が科せられることがあります。

どのような刑にするかについての裁判員の意
見は、裁判官と同じ重みを持つことになります。
ただし、裁判員だけによる意見では被告人に

不利な判断をすることはできず、裁判官一人以
上が多数意見に賛成していることが必要です。

申
込
・
問
合
せ

意見がまとらないけど、
どうすればいいんですか？
裁判官が判断するの？

多数決で結論を出しますが
もう少し議論してみま

しょう。

▲一緒にカラテを始めませんか？
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３３ 月月

案内板案内板

住居異動届はお早めに・・

山鹿市から転出される場合は事前に届出をし、また転入・転居
の場合は、異動後14日以内に窓口(市民課)へ届出をしなければな
りません。３月中旬から４月中旬は、転勤・入学等で、窓口はた
いへん混雑しご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いします。
※昨年５月１日の法改正により届出人の本人確認をしていま
す。運転免許証、顔写真入住基カード、パスポートなどの
提示が必要になりますので、必ずご持参ください。

…市民課　　1４３‐１１６９

★★

相相
　　
談談

おお
知知
らら
せせ

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
９
日
B

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所u

鹿
北
総
合
支
所
　
１
階
相
談
室

…
鹿
北
総
合
支
所
税
務
係

1
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

問
合
せ

農
地
を
取
得
（
貸
借
）
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
、

譲(

借)

受
人
の
下
限
面
積(

耕
作
面
積)

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
本
市
全
域
で
そ

の
下
限
面
積
が
50
ア
ー
ル(

10
ア
ー
ル
＝

１
反)

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
１

日
よ
り
農
振
農
用
地
区
域
外
に
お
い
て

の
み
10
ア
ー
ル
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
業
参
入
へ
の

意
欲
が
高
ま
り
、
農
村
の
活
性
化
や
遊

休
農
地
な
ど
の
有
効
利
用
が
期
待
で
き

ま
す
。

…
農
業
委
員
会
事
務
局
　

1
43
‐
１
６
１
４

４
月
１
日
よ
り
農
地
取
得
後

の
下
限
面
積
が
緩
和
さ
れ
ま
す

山
鹿
市
が
平
成
21
・
22
年
度
に
行
う

建
設
工
事
等
の
入
札
に
参
加
希
望
す
る

事
業
者
の
、
申
請
書
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間u

４
月
１
日
D
〜
30
日
E

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

受
付
場
所u

本
庁
３
Ｆ
監
理
検
査
室

提
出
書
類u

A
４
版
の
フ
ァ
イ
ル
（
焼

却
で
き
る
も
の
）
の
表
紙
お
よ
び

背
表
紙
に
商
号
ま
た
は
、
名
称
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q
参
加
資
格
審
査
申
請
書

w
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

e
営
業
所
一
覧
表

r
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

t
建
設
業
許
可
証
明
書

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証

y
商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）

ま
た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）

u
納
税
証
明
書(

国
・
県
・
市)

（
写
し
）

i
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

o
使
用
印
鑑
届

!0
技
術
職
員
名
簿

!1
営
業
用
機
器
調
書

!2
建
退
共
加
入
証
明
書

!3
労
災
保
険
支
払
証
明
書

!4
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書

!5
委
任
す
る
場
合
は
委
任
状
（
原
本
）

!6
I
Ｓ
O
取
得
を
証
す
る
書
類
（
写
し
）

!7
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
を
証
す
る

書
類
（
写
し
）

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ

い
て
は
q
〜
e
t
〜
!1
!5
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

!6
!7
は
、
取
得
ま
た
は
登
録
し
て
い

る
業
者
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法u

県
内
業
者
は
、
持
参
く
だ

さ
い
。

※
県
へ
の
電
子
申
請
で
済
ま
れ
て
い
る

場
合
も
、
従
来
の
紙
申
請
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
ま
す
。

…
総
務
課
　
監
理
検
査
室
　

1
43
‐
１
１
１
８

平
成
21
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
付
が
３
月
か
ら
開
始
で
す
！

万
一
の
け
が
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

加
入
対
象u

団
体
活
動
を
行
う
５
人
以

上
の
方
々

保
険
対
象u

活
動
中
お
よ
び
活
動
へ
の

往
復
中
の
事
故
等

保
険
内
容u

障
害
保
険
、
賠
償
責
任
保

険
、
共
済
見
舞
金

掛
金u

一
人
600
円
か
ら
あ
り
ま
す
が
、

活
動
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

1
096
‐
213
‐
９
０
１
５

平
成
20
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限
】

３
月
16
日
B

【
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
付
期
限
】

３
月
31
日
C

納
税
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
お
よ

び
税
務
署
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
か
り
金
的

な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
の
で
、

期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

対
象u

母
、
父
ま
た
は
両
親
不
在
の
世

帯
で
、
平
成
21
年
度
に
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
、
お
よ
び
平
成
20

年
度
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

内
容u

３
、
０
０
０
円
分
の
図
書
券

申
請
方
法u

社
協
各
支
所
に
あ
る
申
請

用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限u

３
月
23
日
B

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
　
1
43
‐
１
１
３
４

鹿
北
支
所
　
1
32
‐
２
６
９
６

菊
鹿
支
所
　
1
48
‐
５
０
６
０

鹿
本
支
所
　
1
46
‐
２
２
０
６

鹿
央
支
所
　
1
36
‐
３
８
１
１

消
費
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
に
迅

速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
な
ど
相
談
体

制
の
充
実
強
化
を
目
指
し
て
、
熊
本
市

水
道
町
か
ら
県
庁
内
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

移
転
日u

４
月
１
日
D

移
転
場
所u

県
庁
新
館
４
階

食
の
安
全
・
消
費
生
活
課
内

相
談
電
話
番
号u

1
096
‐
383
‐
０
９
９
９

相
談
時
間u

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
３
月
27
日
〜
31
日
の
間
は
、
移
転
作

業
の
た
め
、
相
談
業
務
を
休
み
ま
す
。

…
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

1
096
‐
332
‐
２
２
９
１

問
合
せ

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
受
付

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

国
税
の
納
期
限
に
つ
い
て

母
子
父
子
世
帯
入
学
卒
業
祝
い

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
県
庁
内
に
移
転
し
ま
す

問
合
せ

問合せ

●市や県などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動預払
機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。
●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら
うことは絶対にできません。
●市や県などが、「定額給付金」または「子育て応援特別
手当」の給付のために、手数料などの振り込みを求める
ことは絶対にありません。
●現時点で、市や県などが住民の皆さまの世帯構成や銀行
口座などの個人情報を照会することは、絶対にありません。

「定額給付金」または　　　
「子育て応援特別手当」
の給付をよそおった　　　
「振り込め詐欺」や　　　　
「個人情報の問い合わせ」
にご注意ください。　　　

ここののよよううななここととはは、、絶絶対対ににあありりまませせんん。。

具体的な給付の方法などが決まり
次第、速やかに広報いたします。
定額給付金に関する不審な電話がかかったり、郵便が
届いたら
●山鹿市役所企画課　　　1４３‐１１１４
●山鹿警察署　　　　　　1４４‐０１１０

へご連絡ください。

社会保険事務所の専門官が相談を受けます。
年金手帳や年金証書など基礎年金番号がわかるもの
をご持参ください。
日時u３月11日D・25日D

午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）
場所u市役所１階　会議室

…国保年金課　1４３‐１５３０

社会保険出張相談★ ★

問合せ

相談は無料です。
お気軽にご相談ください。
日時u３月12日E

午後１時半～４時
場所u青少年ホーム（市役所裏）

…商工課　1４３‐１４１３

消費生活相談 ★★

問合せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

！！！！
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〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

障
が
い
の
あ
る
方
が
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
大
会
で
す
。
多
く
の
皆

さ
ま
の
参
加
と
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

競
技
・
期
日u

・
卓
球
　
　
５
月
10
日
A

・
陸
上
他
　
５
月
17
日
A

・
水
泳
　
　
５
月
31
日
A

場
所u

県
民
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
　
他

参
加
選
手
資
格u

q
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

県
内
の
施
設
、
学
校
等
に
在
籍
し

て
い
る
人

w
年
齢
13
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

e
身
体
障
が
い
の
部
…
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者

r
知
的
障
が
い
の
部
…
療
育
手
帳
保

持
者
ま
た
は
取
得
の
対
象
に
準
ず

る
障
が
い
の
あ
る
人

申
込
締
切u

３
月
13
日
F

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

第
８
回
熊
本
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会

市
営
住
宅
の
入
居
に
あ
た
っ
て
は
、

入
居
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

入
居
申
込
書
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
21
年
度
か
ら
入
居
資
格
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
住
宅
課
に
入
居
資
格
を
確
認
の
上
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

入
居
申
込
み
の
有
効
期
間
は
、
申
込

み
を
し
た
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

20
年
度
に
入
居
で
き
な
か
っ
た
方

で
、
21
年
度
も
有
資
格
者
で
、
引
続
き

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
中
に

更
新
手
続
き
を
す
る
と
、
本
年
度
申
込

み
受
付
順
位
を
考
慮
し
た
入
居
の
案
内

を
し
ま
す
。

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
受
付
不
可

※
虚
偽
の
申
込
書
類
に
つ
い
て
は
無
効

…
住
宅
課
　

1
43
‐
１
５
８
７

平
成
21
年
度

市
営
住
宅
の
申
込
み

申
込
・
問
合
せ

私
た
ち
「
自
然
を
愛
す
る
会
」
は
自

然
と
の
共
育
・
共
生
を
活
動
の
理
念
と

し
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
、
ハ
イ

キ
ン
グ
や
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を

体
験
し
ま
す
。

対
象
者u

幼
児
〜
中
学
生
と
そ
の
家
族

活
動
内
容u

毎
月
１
回
　
体
験
活
動

「
参
勤
交
代
徒
歩
の
旅
」(

希
望
者
）

参
加
費u

入
会
金
　
一
家
族
５
千
円

活
動
費
　
実
費

…
Ｎ
Ｐ
O
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

Ｊ
O
Ｃ
山
鹿
校
（
小
川
）

1
０
９
０
‐
５
７
４
７
‐
５
１
３
６

ア
ウ
ト
ド
ア
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か

老
若
男
女
で
遊
ぼ
う
!!

昔
の
あ
そ
び
に
は
、
心
を
育
て
る
何

か
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん

か
？
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
は
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
15
日
A
午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
校
通
公
園
（
鹿
校
通
四
丁
目
）

内
容u

竹
馬
、
こ
ま
回
し
、
お
手
玉
、

あ
や
と
り
　
地
域
の
方
に
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で
遊
び
ま
す
。

参
加
費u

１
０
０
円

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

や
ま
が
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
５
弾

昔昔昔昔
ああああ
そそそそ
びびびび
大大大大
会会会会

申
込
・
問
合
せ

募募
　　
集集

県
立
高
等
学
校
聴
講
生

県
立
高
等
学
校
の
全
日
制
課
程
に
お

い
て
勉
学
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
生
涯

学
習
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

聴
講
期
間u

４
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
の

１
年
間

※
聴
講
し
た
科
目
の
単
位
認
定
な
し

聴
講
資
格u

一
般
社
会
人
の
方
で
、
学

習
意
欲
が
あ
り
１
年
間
を

通
し
て
聴
講
で
き
る
人

聴
講
費
用u

○
聴
講
許
可
手
数
料

１
人
に
つ
き
　
１
、
４
０
０
円

○
聴
講
料
（
１
年
間
分
）

１
単
位
に
つ
き
　
２
、
５
０
０
円

※
１
単
位
＝
週
１
時
間
（
約
50
分
）

※
聴
講
に
必
要
な
教
科
書
代
や
教
材

費
な
ど
は
自
己
負
担

受
入
学
年u

３
年
生

授
業
時
数u

週
１
回
２
時
間
（
２
単
位
）

募
集
人
数u

各
高
校
と
も
３
人
程
度

※
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

募
集
期
間u

３
月
２
日
B
〜
13
日
F

申
込
方
法u

ハ
ガ
キ
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を

記
載
の
上
、
受
講
希
望
の
高
校

へ
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
鹿
本
商
工
高
等
学
校
】

実
施
学
科u

商
業
科

内
容u

ワ
ー
プ
ロ
で
の
文
書
作
成
な
ど

※
あ
る
程
度
キ
ー
操
作
が
で
き
る
こ
と

…
〒
861
‐
０
３
１
４

山
鹿
市
御
宇
田
３
１
２

鹿
本
商
工
高
等
学
校

1
46
‐
３
１
９
１
（
担
当：

野
崎
）

【
鹿
本
農
業
高
等
学
校
】

実
施
学
科u

食
品
工
業
科
（
食
品
製
造
）

実
施
内
容u

米
粉
製
品
、
お
菓
子
、
ジ
ャ

ム
類
、
み
そ
、
ハ
ム
類
、
乳
酸
飲
料

…
〒
861
‐
０
３
３
１

山
鹿
市
来
民
２
０
５
５

鹿
本
農
業
高
等
学
校

1
46
‐
３
１
０
１
（
担
当：

佐
藤
）

一
日
を
通
し
て
竹
炭
焼
き
体
験
と
、

昼
食
に
し
し
鍋
・
竹
飯
を
食
べ
ま
す
。

日
時u

３
月
15
日
A

午
前
９
時
受
付

受
付
場
所u

木
遊
館

募
集
人
員u

約
15
人
（
完
全
予
約
制
）

参
加
料u

大
人
２
、
２
０
０
円

（
体
験
料
・
材
料
・
食
事
代
込
み
）

※
家
族
参
加
の
場
合

プ
ラ
ス
　
大
人
　
　
１
、
２
０
０
円

中
学
生
以
下
　
５
０
０
円

※
参
加
対
象
は
小
学
生
以
上

※
自
分
で
作
っ
た
竹
炭
の
お
土
産
付
き

…
木
遊
館

1
32
‐
２
１
５
０

炭
焼
き
体
験

（
し
し
鍋
と
竹
飯
を
食
べ
よ
う
）

河
川
の
清
掃
で
、
川
の
水
が
き
れ
い

に
な
り
、
魚
や
水
棲
昆
虫
・
水
鳥
な
ど

が
す
み
よ
い
環
境
と
な
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時u

３
月
15
日
A
午
前
８
時
半
〜

集
合
場
所u

吉
田
新
橋
左
岸

※
小
雨
決
行

持
っ
て
く
る
物u

長
靴
、
ゴ
ム
手
袋

募
集
締
切u

３
月
10
日
C

※
高
校
生
以
上
で
お
願
い
し
ま
す

…
日
本
自
然
保
護
協
会
　
山
鹿
支
部

1
43
‐
３
４
４
０
（
中
島
）

吉
田
川
・
長
沖
川
の
河
川
敷

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
月
か
ら
の
初
心
者
受
講
生
を
若
干

名
募
集
し
ま
す
。

日
時u

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所u

平
小
城
公
民
館

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

…
山
�
信
治
（
講
師
）

1
44
‐
４
５
６
１

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

申
込
・
問
合
せ

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

３
月
２
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
９
日
B

e
警
察
相
談u

３
月
16
日
B
要
予
約
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

３
月
６
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
13
日
F

e
司
法
相
談u

３
月
27
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
協
山
鹿
支
所

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

３
月
５
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
12
日
E

e
心
の
悩
み
相
談u
３
月
19
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

３
月
４
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
11
日
D

e
消
費
生
活
相
談u

３
月
18
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

３
月
３
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
10
日
C

e
法
律
相
談u

３
月
17
日
C
要
予
約
　

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

心
配
ご
と
相
談

職種要件u

q埋蔵文化財調査補助員
・考古学の専門知識を有する人または、
埋蔵文化財調査補助員の経験がある人
・年齢不問
w整理作業員
・年齢、資格は不問(経験者を優遇します)

募集期間u３月２日B～11日D

※履歴書提出（持参または郵送）後、
面接により選考

…〒８６１‐０３８２
山鹿市方保田128
出土文化財管理センター
1４６‐５５１２

埋蔵文化財調査補助員・整理作業員募集★ ★

問
合
せ

申込・問合せ

職務内容・募集人員u
●社会教育指導員…１人

q社会教育活動の指導w社会教育に関する学
習相談e社会教育関係団体の育成r生涯学習
および公民館活動の推進など

●青少年育成指導員…１人
q青少年問題の相談w関係機関・団体との連
絡調整e青少年の補導r青少年の健全育成の
推進・非行の防止など

応募要件uq社会教育活動に意欲や関心がある人
wパソコン操作ができる人e普通自動
車免許を有する人r満65歳以下の人

受付期間u３月２日B～13日F(午後５時必着)
申込方法u郵送または持参

※詳しくはお尋ねください
選考方法u一次選考…書類審査

二次選考…面接（別途通知）
…教育総務課　　1４３‐１６３８

平成21年度教育委員会指導員募集★ ★

申込・問合せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ
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入札結果の報告（１月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

１/13
１/13
１/13
１/13
１/16
１/27

宮苑団地１号線道路整備工事
中央線道路整備工事
裏雨屋小路線（市道259号）道路整備その２工事
平成20年度　古閑排水樋門ゲート設備工事
裏川頭首工改修工事（維持管理適正化事業29期生）
水辺プラザかもと改修工事

下吉田地内
中地内
山鹿地内
古閑地内
藤井地内
鹿本町梶屋地内

三真建設2

2阿蘇品組
2岩下産業
1有明工業
1ニチゾウテック九州事業部
1プランニング匠

9,765,000
17,325,000
6,877,500
20,370,000
13,965,000
5,334,000

※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

３月
開催日 行　事　名 時間 料金

夜間

夜間

午前

日中
夜間
－

午後

夜間
夜間
午後
午後
午後

関係者

無料

関係者

無料
関係者
－

有料

関係者
有料
無料
無料
無料

２日B

６日F

７日G

８日A

９日B

11日D

15日A

16日B

17日C

20日F

22日A

29日A

八千代座狂言教室
山鹿温泉・温もりのあるまちづくり
2008ヒューストン国際映画祭金賞受賞作品
「母、外与子‐MOTHER TOYOKO‐」

～愛は悲しみを超えて～
平成20年度　山鹿市・植木町
自衛隊入隊予定者合同激励会
カラオケ2009 福山歌謡祭
八千代座狂言教室
休館日
安田知博と和楽器ユニット「おとぎ」
『音ものがたり in  八千代座』
八千代座狂言教室
和楽器による日本の音舞台
平成20年度八千代座狂言教室発表会
鹿本高校吹奏楽部定期演奏会
山鹿中学校吹奏楽部 第21回定期演奏会

k生野正隆　彩美展
期間u３月２日B～31日Cまで

ろうきん山鹿支店ロビー(鹿校通)時間u９：00～15：00
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

k弥生祭り　手作り工房展
池田醤油ギャラリーでの、初の展示会です。
県内から個性豊かな作家たちの作品を集めました。レ

トロでノストラジックな空間に広がる世界をゆっくりお
楽しみください。
フェルトの体験教室を３月15日A・22日Aにします。

花のコサージュやアクセサリーを作ります。（先着10人）
※詳しくは、お尋ねください。
期間u３月15日A～22日A

池田醤油２Ｆギャラリー（東通町）1４３‐２０６５
時間u11：00～17：00

k捨てない暮らし「古布で暮らしを楽しむ展」
古布をリフォームしたバックや洋服などを展示しま

す。お手玉を一緒につくりませんか？お子さまにはお手
玉をプレゼントします！（参加費は無料）
期間u３月14日G～15日Aまで

酒蔵　天聴（日吉町） 時間u10：00～16：00
※お問い合せは古布で山鹿をおこそう会まで
1４３‐３１６１(長瀬)・1４４‐６８０８(伊東)

日
時u

３
月
14
日
G

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

肥
後
の
民
話

講
師u

朗
読
グ
ル
ー
プ
　
ウ
イ
ン
デ
ィ
21

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館
　
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

障害のある人々も住みやすい、温もりと助
け合いのあるまちづくりを目指し、映画『母、
外与子』（筋ジストロフィーの３人の息子を育
て、日本の医療・福祉・教育に影響を与えた
母親の物語）の上映会を開催します。
ぜんざい・豚汁、地域の障害者の作品など

楽しいバザーもあります。

日時u３月６日F開場午後６時・開演午後７時
場所u八千代座
入場料u無料
※「障害者、高齢者、支援者の方々のための
地域防災マップ」を配布します。

…身体障害者療護施設　愛隣館
1４３‐２７７１

「「「「 母母母母 、、、、 外外外外 与与与与 子子子子 」」」」～愛は悲しみを超えて～
2008年ヒューストン国際映画祭　金賞受賞作品

★★

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k山鹿市美術協会絵画作品展（前期）
期間u３月２日B～14日Gまで

k山鹿市美術協会絵画作品展（後期）
期間u３月16日B～31日Cまで
四季の風景や静物など水彩画を中心に、25人の会員の
作品を前期・後期に分けて展示します。

（最終日はそれぞれ15：00まで）

日
時u

３
月
15
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
で
心
の
幸
せ
を
学
び

ま
す
。…

熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
集
い

問合せ

１日A

８日A

15日A

20日-

22日A

29日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時３
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

藤原クリニック／中川医院／幸村医院
大橋通クリニック／きくか松岡クリニック
桑木内科／まえはら泌尿器科クリニック
井上小児科医院／かもと整形外科医院
山鹿温泉リハビリテーション病院／大山産婦人科医院
保利病院

営業時間：午前９時～午後５時

岩下薬局
江上薬局大橋通店
まつ薬局
まつ薬局／岩下薬局
岩下薬局
エース薬局

「
き
ず
な
の
会
」
学
習
会

鹿
本
地
域
難
病
友
の
会
「
き
ず
な
の

会
」
で
は
、
薬
に
つ
い
て
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
18
日
D
午
後
２
時
〜

場
所u

山
鹿
保
健
所
　
会
議
室

内
容u

講
話
「
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
」
Ｑ
＆
A

講
師u

鹿
本
郡
市
薬
剤
師
会
長
江
上
氏

参
加
費u

無
料

…
「
き
ず
な
の
会
」
事
務
局

(

山
鹿
保
健
所
内)

1
44
‐
４
１
２
１

相
良
観
音
　
春
季
大
祭

大
祭
期
間
中
は
、
護
摩
法
要
の
ほ
か
、

秘
宝
地
獄
極
楽
絵
図
と
釈
迦
涅
槃
絵
図

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

日
時u

３
月
15
日
A
〜
18
日
D

場
所u

相
良
寺
境
内

主
な
催
しu

15
日
・
観
音
護
摩
大
法
要

・
火
渡
り
大
護
摩

18
日
・
観
音
護
摩
結
願
大
法
要

…
相
良
寺
（
菊
鹿
町
相
良
）

1
48
‐
９
１
４
４

催催
　　
しし

日
時u

３
月
29
日
A
開
場
午
後
１
時
半

開
演
午
後
２
時

場
所u

菊
池
市
文
化
会
館

入
場
料u

前
売
り
500
円
（
当
日
600
円
）

ゲ
ス
トu

山
鹿
中
学
校
合
唱
部
、
山
鹿

小
学
校
音
楽
部
、
菊
陽
中
部
小
学
校
合

唱
部
、
霧
島
市
国
分
少
年
少
女
合
唱
団

…
文
化
課

1
43
‐
１
６
９
１

第
19
回
山
鹿
少
年
少
女
合
唱

団
定
期
演
奏
会
　
　

問
合
せ

日
時u

３
月
15
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

入
場
料u

無
料

…
山
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ジ
ッ

ク
サ
ー
ク
ル
（
寺
田
）

1
44
‐
３
８
８
６

第
５
回
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

問
合
せ

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
八千代座こけら落とし公演実行委員会より
八千代座空調設備工事のために
金5,279,669円

問
合
せ

問
合
せ

k訂正とお詫び
・２月１日号５Ｐで掲載した市議会12月定例会の
陳情第23号旧同和地区における「子ども学習会」
の廃止を求める陳情書…継続審査は、不採択(少)
の誤りでした。
・２月15日号の行事カレンダーで掲載した３月10
日の「中学校卒業式」は３月16日の誤りでした。
訂正してお詫びします。

＊
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
時
間
や
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
・
主
催
者
な
ど
の
問
合
わ
せ
は
、
八
千
代
座

ま
で
ど
う
ぞ
（
1
４
４
‐
４
０
０
４
）
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R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください。

 

 

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん大大大大募募募募集集集集！！！！

松永　悠亜
ゆうあ

ちゃん
（H20.５.26生れ）

城（山鹿）

Qぼくからのメッセージ
莉奈姉ちゃん、仲良くし
てねQ

Qパパ・ママからのメッセージ
甘えん坊のここちゃん。
りりかお姉ちゃん、はやとお
兄ちゃんといつまでも仲良く
ね！

廣田　志音
ここの

ちゃん
（H18.３.12生れ）
古閑（山鹿）

問合せ
Vol.47

山鹿市幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」は、開館して
８年が過ぎようとしています。市民の皆さんの健康増
進と交流の場として、これまでに約80万人のお客さま
が来館されました。また、定期的に利用される方には
年会員・月会員の制度もあり、これまでに会員登録を
した方は、約2,200人に上ります。
しかし、現在定期的に会員更新をする方は、そのう

ち約250人程度で、運動を継続する難しさがうかがわれ
ます。
会員の方を対象に行ったアンケート結果によると、

トレーニングジムを利用した方61％、プールを利用し
た方83％でした。また、効果については、悪かったと
ころが改善した17％、痛みが改善した26％、体力がつ
いた47％、風邪をひかなくなった24％、ダイエットが

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報

Qパパ・ママからのメッセージ
いつも元気いっぱいで、笑顔
の絶えない姉妹でいてね！！

平野　華紅
かぐら

ちゃん(左）
（H19.６.12生れ）

碧芭
あおば

ちゃん(右)
（H20.８.19生れ）
南島（山鹿）

ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

～楽しみながら続けましょう～

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

できた33％という回答をいただきました。
利用される方の目的はさまざまですが、継続した利

用をしている皆さんには、血圧の安定や体重・体脂肪
の減少など、確かな効果がみられます。より多くの方
に運動を継続していただくには、もっと楽しみながら
利用できるような工夫が必要なのかもしれません。
「ゆ～かむ」は、４月１日から指定管理者制度を導

入して、民間企業に運営を委託します。経営は企業に
なりますが、施設は山鹿市の管理下
にあり、運営についても山鹿市の設
置目的に添った内容のままです。
これからも、皆さんの健康増進と

交流の場として、「ゆ～かむ」をご
活用ください。お待ちしております。

日時u３月２日B 山鹿・菊鹿　３月９日B 山鹿・鹿北
３月16日B 山鹿・鹿本　３月23日B 山鹿・鹿央
３月30日B 山鹿

受付時間u鹿本　13：30～15：00
山鹿　13：30～　（受付13：20～）
鹿北・菊鹿・鹿央　９：30～11：00

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿　北→鹿北老人福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

日時u３月２日B 菊鹿　　　　３月９日B 山鹿・鹿北
３月16日B 鹿本　　　　３月23日B 鹿央

受付時間u９：30～11：00
場所u母子健康手帳交付と同じ

母子健康手帳交付乳幼児健診
k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（20年11月生）
日時u３月17日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（20年７月生）
日時u３月24日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（19年７月生）
日時u３月３日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（17年11月生）
日時u３月６日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央

k鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
＊乳児健診（20年７月・11月生）
日時u３月10日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（19年７月生）
日時u３月25日D 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（17年11月生）
日時u３月26日E 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

育児相談

麻麻麻麻ししししんんんん風風風風ししししんんんん予予予予防防防防接接接接種種種種((((ＭＭＭＭＲＲＲＲ))))はお済みですか？

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

妊妊妊妊娠娠娠娠のののの届届届届出出出出はお早め（12週未満）に！！
日ごろから体調管理を行い「妊娠かな？」と思ったら、
早めに産婦人科を受診しましょう。胎児の様子やお母さん
の体の状態をきちんと診察など受け、日常生活での注意な
どが必要であれば早めに実行し、安心して妊娠期間を過ご
しましょう！
山鹿市では、毎週月曜日に

母子健康手帳交付を行ってい
ます。都合の悪い方は相談に
応じますので、山鹿健康福祉
センター（健康増進課）保健
師までご連絡ください。

麻しん（はしか）は、感染力の大変強い感染症です。自
分が感染しないためだけではなく、周りの人に感染を広げ
ないためにも予防接種は有効です。予防接種がまだ済んで
ない方は、早めに接種を受けましょう。

《対象者》

第１期 生後１歳～２歳未満

第２期 ５歳以上７歳未満で小学校就学前１年間（年長児）
（平成14年４月２日～平成15年４月１日生）

第３期 中学校１年生に相当する年齢の者
（平成７年４月２日～平成８年４月１日生）

第４期 高校３年生に相当する年齢の者
（平成２年４月２日～平成３年４月１日生）

接種期間u３月31日まで
接種料金u無料（対象年齢を過ぎると自己負担になります）
※接種前に、必ず母子健康手帳または予防接種済証で接種
状況を確認してください。
※予防接種を受ける時は、必ず保護者が同伴してください。
（保護者が同伴できない場合は、委任状が必要ですので、
健康増進課もしくは、各総合支所保健師までお尋ねく
ださい）

献献献献 血血血血にご協力ください

場所と日時u
q鹿央多目的研修センター　
３月13日F ９：00～11：30

12：30～16：00
w菊鹿総合支所　
３月16日B ９：30～11：30

eＪA鹿本菊鹿支所　
３月16日B 13：00～15：30

r鹿北公民館　
３月27日F ９：30～11：30

tＪA鹿本鹿北支所　
３月27日F 12：00～13：00

14：00～15：30

k訂正とお詫び
１月末～２月にかけて各家庭にお届けしました「平成
21年度山鹿市各種健診ご案内」のなかに一部訂正があり
ました。
特定健診は、「医療保険者」が責任を持って健診を実施
するように義務づけられています。
この中の「医療保険者」の説明書きの中に、政府管掌
健康保険と記載していましたが、「全国健康保険協会」の
誤りでした。訂正しお詫びいたします。

予防接種は、忘れず
に受けようね！
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１月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿　堀田　　晃さんQ阿蘇品陽子さん

�野源太郎さんQ原田　麻衣さん
池田　拓矢さんQ太田　清香さん

八　幡　長瀬　清忠さんQ増田　恵子さん
平小城　志柿　　葵さんQ中嶋　麻貴さん
大　道 左座　　晃さんQ萩原　絵利さん

上田　貴之さんQ中川　陽子さん　　　　　
尾方　裕希さんQ有働恵理亜さん

鹿　北

岳　間　藤本　隆弘さんQ志賀香菜美さん
広　見　鬼塚　弘紀さんQ渡邉　康代さん
菊　鹿
城　北 平野　全洋さんQ立石千恵美さん
鹿　本
来　民 山口　大輝さんQ坂本　伊代さん
稲　田 川野　哲也さんQ石牟 あかりさん
鹿　央

米野岳 松井　英明さんQ内田　晴美さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿　中山　秀真
しゅうま

さん　川上　　楓
かえで

さん

斉藤遼汰郎
りょうたろう

さん　荒木　優里
ゆ り

さん　

松林　泰誠
たいせい

さん　川口　颯大
そ う た

さん

中村龍之介
りゅうのすけ

さん　山口　礼人
れ ひ と

さん

米　田 上野　琉斗
りゅうと

さん
川　辺 永廣　真菜

ま な

さん
八　幡 宮本　悠杜

ゆ う と

さん　宮本　凌杜
りょうと

さん
三　岳　渡邉　寛倖

ひろゆき

さん

三　玉　緒方　里咲
り さ

さん　大仁田留衣
る い

さん

立山　鈴磨
す ず ま

さん　緒方　りなさん

大　道 倉光　陽菜
ひ な

さん　中島　憂人
ゆ う と

さん　
古川　陽斗

は る と

さん
鹿　北

岩　野 西牟田　雫
しずく

さん　永田　爽明
そうめい

さん
稗嶋　大雅

た い が

さん
菊　鹿

六　郷 眞弓優衣奈
ゆ い な

さん　吉村　颯人
は や と

さん
前田　未来

み く

さん
城　北 金光　美咲

み さ き

さん
鹿　本
来　民 吉岡　華都

け い と

さん　内田　宗吾
そ う ご

さん
名越梨々花

り り か

さん　財木　嘉仁
ひろひと

さん
中　富　宇野　琴音

こ と ね

さん

◆おくやみ◆
山　鹿
山　鹿　村上　敏夫さん(53) 津留　山人さん(84)

熊野　元基さん(62) 山田ノブ子さん(82)
園田不二子さん(92) 坂本　和美さん(50)
角田　佐賀さん(90) 松永　サキさん(89)
�本　初義さん(85)大仁田チヱ子さん(87)
廣嶋　義則さん(72) 服部　　強さん(81)
古閑　秀昭さん(58) 中井キヨ子さん(80)
堀川　　猛さん(86) 福山　義章さん(74)
船津　宣俊さん(76)

米　田　齊藤　秋枝さん(81) 有働サヨ子さん(90)
原田ミツコさん(94)

川　辺　原田　　強さん(95) 桑原　義孝さん(82)
八　幡 池部　憲生さん(62) 吉里　忠男さん(67)

三森　忠�さん(91) 中島キミ子さん(95)
宮崎クニ子さん(81)

平小城 塚本　蓉子さん(80) 田上　友彦さん(73)
福永　榮助さん(75)

三　岳　大坂　繁子さん(80) 福嶋　典二さん(93)
堤　　直人さん(79) 佐藤　賢生さん(79)

三　玉　古家　次男さん(85) 稲田　明美さん(61)
池田　正行さん(91) 竹下　秀敏さん(87)
川上　　功さん(83) 脇山　知春さん(87)

大　道 江崎喜代子さん(94) 光永　靜子さん(95)
鹿　北

岳　間　中満イツエさん(92) 黒田　主計さん(80)
岩　野　野中　奎志さん(73) 堤　フジエさん(95)

阿部　勝子さん(72)
広　見　中川　幸輝さん(78)
菊　鹿
内　田 宮崎　　浩さん(65) 竹元　一美さん(84)

今村　光夫さん(77) 冨田　和子さん(57) 
富田　佑一さん(89) 宮�　勝喜さん(57)
古家ミツヨさん(80) 名越　　覚さん(29)
飯川　高雄さん(63)

六　郷 丸山　トラさん(94) �石　安生さん(80)
石川ユキエさん(87) �　ナツさん(90)
富田　成行さん(83) 長野　益已さん(85) 

城　北 金光ミツオさん(94) 本田　幸子さん(75)
金光　　勉さん(84)  

鹿　本
来　民 山口賀志子さん(80)
稲　田　松川　　力さん(89) 大塚　敬藏さん(83)

佐藤アサエさん(75) 立花　春樹さん(82)
杉　ハナ子さん(90) 渡邊　義�さん(89)
畠元シヅコさん(94)

中　富　福島　久次さん(92)
鹿　央

千　田 早田ミサヲさん(92) 藤本ヨシノさん(91)
榊　ナルミさん(88) 宇野　順子さん(50)
松村　則昭さん(77) �本スヤ子さん(76)

米野岳 良　憲久さん(95) 井　静子さん(93)
佐伯　直俊さん(86)

※１月中の届出受付分を掲載しています
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エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

編編
集集
後後
記記

Q
菜
の
花
が
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

春
が
近
づ
き
、
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
…
そ

う
、
春
と
と
も
に
訪
れ
る
の
が
花
粉
症
で
す
。

花
粉
症
の
人
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
季
節
の
始

ま
り
と
な
り
ま
す
。
早
め
の
対
策
お
済
で
す

か
？

Q
卒
業
に
人
事
異
動
、
入
学
に
就
職
…
春
は

別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
別

れ
は
つ
ら
く
さ
び
し
い
も
の
で
す
が
、「
別
れ

は
出
会
い
の
始
ま
り
」
と
も
い
い
ま
す
。「
さ

よ
う
な
ら
」
の
後
に
は
、
新
た
な
た
く
さ
ん

の
「
出
会
い
」
が
待
っ
て
い
ま
す
。

(
才)

S

梅
の
花
が
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
よ

り
１
週
程
間
早
い
そ
う
で
す
。
暖
冬
の
影
響

で
し
ょ
う
か
。
桜
よ
り
一
足
早
い
梅
の
開
花
は
、

ま
ち
が
い
な
く
春
が
近
づ
い
て
く
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
春
の
訪
れ

を
探
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
　(

か)
S

日
中
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
気
温
に
な
り
、
春

の
訪
れ
を
少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
２
月
は
市
内
各
地
で
駅
伝
大
会

や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
が
盛
ん
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
取
材
先
で
み
な
さ
ん
の
楽
し
そ

う
に
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
す
姿
を
見
る
と
、

こ
ち
ら
ま
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

(

Ｋ)
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■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

人口　　58,222（－86）
男　　27,525（－44）
女　　30,697（－42）
世帯数　21,023（－16）
１月末現在（前月末比）

…市立博物館　…市立博物館　11４３４３--１１４５　１１４５　問合せ

５月開講５月開講

４月開講４月開講

４月開講４月開講


